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こ
こ
で
「
古
万
葉
集
」
と
呼
ぶ
の
は
、
享
和
三
年
八
月
に
土
佐
の
今
村
楽
が

門
人
横
田
美
水
に
命
じ
て
板
に
し
た
二
十
冊
の
無
訓
本
の
こ
と
で
あ
る
。
楽
の

序
と
美
水
の
賊
が
刊
行
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
楽
は
谷
真
潮
の
高
弟

で
あ
る
。
官
命
で
上
洛
し
た
際
、
滞
京
中
に
宣
長
と
接
触
し
て
い
る
。
楽
の
門

人
武
藤
平
道
が
追
輯
し
た
「
今
村
楽
家
集
」
短
歌
の
部
（
註
）
一
享
和
元
年
の
所

に
、
宣
長
と
交
し
た
贈
答
歌
が
あ
る
。

た
だ
し
、
入
門
し
た
確
証
は
な
い
。
そ
の
死
を
悼
む
詞
（
註
三
に
も
、
「
と
ぎ

給
ひ
た
る
書
ど
も
を
玉
拾
ふ
磯
の
白
玉
と
い
た
だ
き
に
捧
げ
も
ち
て
ね
も
こ
ろ

に
し
ぬ
ひ
奉
り
」
「
享
和
の
初
の
年
の
五
月
の
頃
わ
く
ら
は
に
み
さ
と
に
し
て

た
だ
に
ま
み
え
ま
つ
り
」
と
だ
け
記
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
期
間
に
受
け
た

指
導
こ
そ
後
の
楽
の
万
葉
研
究
に
重
要
な
指
標
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
彼

を
「
古
万
葉
集
」
刊
行
に
志
行
さ
せ
、
後
に
示
す
よ
う
に
、
高
知
市
民
図
書
館

所
蔵
書
入
本
に
見
え
る
宣
長
説
と
楽
説
の
豊
富
な
引
用
を
将
来
し
た
も
の
と
思

ア『ノ◎土
佐
に
は
古
く
か
ら
無
訓
本
に
よ
る
万
葉
研
究
の
試
み
が
あ
っ
た
。
（
註
三
当

時
は
活
字
附
訓
の
寛
永
、
宝
永
の
二
種
の
版
本
が
通
行
し
て
い
た
が
、
天
明
八

今
村
楽
講
説
書
入
本
『
古
万
葉
集
』
に年

正
月
の
洛
中
の
大
火
で
版
木
が
失
わ
れ
た
の
で
（
註
）
四
あ
ら
た
に
木
活
字
の

無
訓
本
形
式
を
と
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
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右
の
よ
う
な
事
情
で
「
古
万
葉
集
」
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
関
心
の
あ
る
人
女

は
師
の
講
席
、
読
会
に
持
参
し
、
師
説
の
書
き
入
れ
と
研
究
に
利
用
し
た
。
今

日
旺
盛
な
数
種
の
書
入
本
が
残
存
し
て
い
る
の
も
ご
く
自
然
で
あ
る
。
今
は
未

紹
介
の
楽
の
所
説
を
豊
富
に
載
せ
て
い
る
、
高
知
市
立
市
民
図
書
館
蔵
「
古
万

葉
集
」
（
以
下
市
民
本
と
仮
称
）
の
書
入
れ
内
容
を
検
討
し
て
、
そ
の
価
値
を

考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
他
に
同
県
に
は
安
芸
市
本
町
長
崎
太
郎
氏
蔵
本
（
長
崎

本
と
仮
称
）
が
「
古
万
葉
集
」
書
入
本
と
し
て
残
っ
て
い
る
．

長
崎
本
の
精
繊
な
朱
の
書
入
れ
は
「
略
解
」
の
み
を
対
象
と
し
て
お
り
、
筆

者
は
千
頭
重
吾
菅
原
正
輝
で
あ
る
。
巻
一
の
一
枚
オ
モ
テ
上
欄
に
墨
で
「
略
解

書
入
畢
」
と
あ
り
、
更
に
巻
末
の
奥
に
も

子
時
十
年
巳
亥
晩
秋
略
解
写
畢

千
頭
重
吾
菅
原
正
輝

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
文
政
十
年
で
あ
ろ
う
。
菅
原
正
輝
は
雅
澄
の
歌
文
集

「
山
斎
集
」
文
政
五
年
冬
十
月
と
思
わ
れ
る
所
に
、
そ
の
母
の
六
十
賀
を
祝
っ

つ
い
て

鴻

巣

隼

雄
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た
雅
澄
の
賀
歌
が
み
え
、
題
詞
に
「
高
岡
人
」
と
あ
る
の
で
、
高
岡
郡
高
岡
に

住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
政
五
年
は
雅
澄
三
十
二
才
で
あ
る
。
母
の
年

齢
か
ら
推
定
し
て
、
雅
澄
と
殆
ん
ど
同
年
輩
、
乃
至
僅
か
の
年
長
で
あ
っ
た
と

思
う
。
そ
の
端
正
克
明
な
筆
致
は
筆
者
が
壮
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（註）五市
民
本
に
は
表
表
紙
裏
に
筆
者
の
識
語
が
あ
る
。

此
害
ノ
記
入
ハ
稲
毛
実
翁
ガ
師
今
村
大
人
ノ
講
説
ヲ
記
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
今
村

大
人
ハ
京
都
鐸
舎
二
於
テ
本
居
先
生
二
親
炎
セ
シ
人
ナ
レ
バ
大
方
本
居
氏
ノ

説
ヲ
追
記
セ
シ
所
ア
リ

今
村
大
人
ハ
万
葉
熱
心
家
ニ
シ
テ
古
訓
ノ
謬
ヲ
棄
テ
新
二
白
文
ノ
木
版
活

字
本
ヲ
作
ラ
シ
メ
タ
ル
心
遣
上
序
文
ノ
中
ニ
モ
見
エ
テ
其
功
労
感
胴
ス
ベ

シ

伊
藤
乗
興
識

乗
興
は
大
正
十
一
年
八
月
に
今
村
楽
の
後
商
雄
久
馬
氏
（
高
知
市
西
町
居
住
）

の
嘱
を
受
け
、
「
今
村
楽
家
集
」
の
長
歌
、
文
章
、
考
証
、
紀
行
の
各
部
を
編

し
た
人
物
で
あ
る
。
右
「
家
集
」
の
巻
末
近
い
「
附
言
」
末
尾
に
「
余
が
祖
叔

父
稲
毛
実
は
、
翁
の
門
下
に
あ
り
て
其
愛
顧
を
受
け
、
残
後
の
遺
品
ま
で
伝
へ

た
る
物
を
、
今
余
が
許
に
預
り
も
た
る
因
縁
も
あ
れ
ば
、
此
の
業
は
他
人
に
譲

り
難
く
て
、
斯
く
は
整
へ
も
の
し
た
る
な
り
。
琴
の
舎
主
人
伊
藤
乗
興
重

て
し
る
す
」
（
註
）
六
と
記
し
て
い
る
。
な
お
松
山
秀
美
氏
の
「
土
佐
歌
人
群

像」の稲毛実の項（註）七及び伊藤乗興述裂雌錘峨け今村楽」（註）八

は
い
ず
れ
も
楽
、
実
、
乗
興
の
関
係
を
さ
ぐ
る
に
最
も
手
堅
い
資
料
で
あ
る
。

稲
毛
実
は
明
治
二
年
十
二
月
十
三
日
に
享
年
八
十
四
才
で
残
し
て
い
る
。
天

明
四
年
甲
辰
の
出
生
と
わ
か
る
。
寺
石
正
路
氏
は
『
土
佐
偉
人
伝
』
の
中
で

「
翁
平
時
家
居
終
日
机
上
に
掎
て
筆
写
を
以
て
楽
と
な
す
老
に
至
り
孜
友
と
し

て
俺
ま
ず
」
と
記
さ
れ
た
が
、
市
民
本
の
細
級
な
書
入
れ
内
容
と
照
応
す
る
。

（註）九
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市
民
本
は
装
釘
、
題
命
そ
の
他
に
つ
き
、
他
本
と
趣
を
異
に
す
る
（
註
）
十
。

同
時
に
書
き
入
れ
内
容
に
す
こ
ぶ
る
特
色
が
あ
り
、
今
村
楽
の
講
説
を
筆
録
し

た
稲
毛
実
の
筆
跡
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
書
き
入
れ
ら
れ
た
諸
説
の
種
類
及

び
量
は
、
巻
三
の
終
り
ま
で
頻
度
が
高
く
、
巻
四
に
な
る
と
に
わ
か
に
そ
れ
が

減
ず
る
。
し
か
し
附
菱
は
そ
れ
以
前
よ
り
も
逆
に
多
い
。

巻
三
ま
で
の
書
き
入
れ
諸
説
は
、
朱
藍
緑
墨
の
四
種
で
あ
る
が
、
朱
筆
が
最

も
多
い
。
行
間
の
朱
に
は
、
略
解
、
冠
辞
考
（
資
料
⑩
②
）
久
老
（
資
料
③
）

宣
長
（
資
料
⑪
③
）
楽
（
資
料
側
）
の
名
が
見
え
る
。
朱
の
頭
書
の
中
に
は
宣

長
、
雅
澄
（
資
料
⑤
い
）
楽
（
資
料
⑥
）
が
あ
る
。
記
号
（
朱
）
は
朱
書
。

ミ
ド
リ
の
書
き
入
れ
は
、
要
語
の
傍
訓
、
解
意
、
本
文
批
判
に
及
ん
で
い

る
（
資
料
⑪
②
）
・
楽
説
で
あ
る
旨
を
特
に
記
し
た
例
は
な
い
が
、
こ
の
筆
の
大

部
分
は
、
そ
の
頻
度
か
ら
見
て
、
朱
と
同
様
に
筆
者
が
師
の
講
説
で
吸
収
し
た

も
の
の
直
接
記
入
、
乃
至
は
そ
の
整
理
摘
録
の
結
果
で
あ
る
。
同
色
の
頭
書
は

管
見
に
入
ら
な
い
。
但
し
附
菱
は
か
な
り
用
い
ら
れ
て
い
る
。
資
料
②
に
附
菱

し
て
、
藤
原
京
を
め
ぐ
る
大
和
三
山
の
配
置
図
を
示
し
た
の
は
そ
の
特
異
な
例

で
あ
る
。
記
号
（
ミ
）
は
緑
書
。

藍
の
筆
は
朱
を
し
の
ぐ
程
に
頻
度
が
高
い
（
資
料
⑤
ｌ
⑪
）
。
行
間
に
は
宣

長
、
真
渕
、
魚
彦
、
道
麿
が
あ
ら
わ
れ
、
頭
書
に
宣
長
（
資
料
⑫
）
も
出
て
く

る
。
「
冠
辞
考
」
「
万
葉
考
」
は
書
名
を
明
示
し
て
お
り
、
楽
説
と
推
定
で
き
る

同
じ
藍
の
頭
書
も
、
主
と
し
て
巻
三
ま
で
に
出
て
く
る
（
資
料
⑪
⑫
）
。
右
の

う
ち
久
老
、
魚
彦
、
道
麿
は
「
略
解
」
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。
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以
上
藍
の
書
入
れ
で
注
目
す
べ
き
は
、
頻
度
が
高
い
こ
と
、
行
間
に
一
度
藍

を
用
い
て
書
き
入
れ
た
内
容
を
、
改
め
て
朱
の
頭
書
形
式
に
よ
り
整
理
し
た
例

。

。

（
資
料
⑤
）
の
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
言
葉
の
注
解
以
外
に
、
「
古
意
」
に
関
す

る
楽
の
書
入
れ
記
事
が
挿
入
し
て
あ
る
こ
と
（
資
料
⑪
）
な
ど
、
豊
富
で
し
か

も
重
要
な
内
容
に
富
み
、
恐
ら
く
楽
の
講
席
を
背
景
に
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
と
思
う
。
記
号
（
ア
）
は
藍
書
。

最
後
に
墨
の
書
入
れ
に
も
、
行
間
、
頭
書
及
び
附
菱
の
三
種
が
あ
る
。
行
間

の
書
入
れ
に
は
、
「
古
義
」
説
（
資
料
⑬
）
、
頭
書
に
は
契
沖
（
資
料
⑩
）
宣
長

（
資
料
⑩
⑭
⑮
）
楽
（
資
料
⑭
）
「
古
義
」
（
資
料
⑨
）
が
あ
る
。
「
古
義
」
説

は
さ
き
に
の
べ
た
朱
の
頭
書
（
資
料
⑦
）
と
同
様
、
著
者
の
個
人
名
を
出
さ
ず

に
、
書
名
を
提
示
す
る
だ
け
で
、
す
こ
ぶ
る
簡
要
に
指
示
す
る
の
が
例
で
あ

、

、

、

、

、

、

、

る
。
こ
れ
は
当
時
体
を
な
し
て
い
た
「
古
義
」
か
ら
の
引
用
と
い
う
意
味
が
あ

っ
た
も
の
と
思
う
。
本
文
墨
書
の
「
古
義
」
説
は
極
め
て
珍
し
い
。
（
資
料
⑬
）
。

又
、
宣
長
と
楽
説
と
を
墨
の
頭
書
の
中
で
対
比
し
た
例
（
資
料
⑭
）
は
、
そ
の

対
置
の
き
わ
だ
っ
て
い
る
点
で
や
は
り
特
異
で
あ
る
。
な
お
宣
長
説
に
関
す
る

墨
の
頭
書
（
資
料
⑩
）
を
内
閣
文
庫
所
蔵
の
「
万
葉
問
聞
抄
」
三
冊
（
田
中
道

麿
問
本
居
宣
長
答
）
に
比
較
す
る
と
、
そ
の
ま
ま
符
合
す
る
の
で
、
市
民
本
の

こ
の
種
頭
書
に
は
、
右
に
依
っ
た
部
分
が
か
な
り
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
最

後
に
墨
の
附
菱
は
主
と
し
て
巻
四
以
下
に
あ
ら
わ
れ
、
い
ず
れ
も
楽
と
宣
長
と

を
併
記
し
て
い
る
の
は
、
宣
長
に
関
心
の
あ
っ
た
師
の
講
説
を
筆
者
が
整
理
記

入
し
た
か
ら
で
あ
る
（
資
料
⑰
⑱
）
。
記
号
（
ス
）
は
墨
書
。

長
崎
本
、
こ
と
に
市
民
本
は
「
古
万
葉
集
」
刊
行
の
目
的
に
叶
っ
た
重
要
な

資
料
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
長
崎
本
は
「
略
解
」
説
の
精
刻
な
書
き
入
れ
内
容

む

す

び

に
特
色
を
持
ち
、
市
民
本
は
諸
説
の
豊
富
さ
、
就
中
殆
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な

い
今
村
楽
説
を
提
示
す
る
数
少
い
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。

巻
三
ま
で
は
記
入
が
豊
富
で
、
千
蔭
、
宣
長
、
真
渕
、
契
沖
、
久
老
、
魚

彦
、
道
麿
、
雅
澄
に
亘
り
、
「
略
解
」
が
最
も
頻
度
が
高
く
、
久
老
、
魚
彦
、

道
麿
説
も
恐
ら
く
こ
こ
に
出
典
が
あ
る
。
宣
長
説
は
「
略
解
」
に
次
ぐ
で
あ
ろ

う
・
巻
四
以
下
で
、
宣
長
説
と
楽
説
と
の
併
記
が
見
え
る
。
時
に
は
「
万
葉
問
聞

抄
」
、
春
樹
の
「
万
葉
集
私
考
」
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
古

義
」
説
に
対
し
て
も
朱
墨
二
様
の
筆
が
用
い
ら
れ
、
「
古
義
」
の
一
稿
本
を
参

看
し
て
い
る
と
思
う
が
、
筆
者
は
、
そ
の
最
終
過
程
に
通
暁
し
て
い
た
松
本
弘

蔭
に
師
事
し
て
い
る
の
で
、
定
稿
に
近
い
古
義
を
参
照
で
き
る
位
置
に
い
た
は

ずである。

楽
説
は
「
翁
」
と
い
う
表
示
で
本
文
に
朱
、
藍
、
頭
書
に
朱
、
墨
、
附
菱
に

墨
で
出
て
来
る
ほ
か
、
楽
の
考
と
推
定
で
き
る
記
事
が
朱
藍
墨
で
本
文
、
頭
書

の
い
ず
れ
に
も
分
布
し
、
又
本
文
書
入
れ
に
緑
、
頭
書
に
も
墨
で
認
め
ら
れ
て

いる。書
き
入
れ
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
諸
点
を
綜
合
す
る
と
、
師
の
講
説
に
接
し
た

稲
毛
実
の
筆
は
、
ま
ず
重
要
な
物
名
な
ど
に
関
す
る
師
説
か
ら
の
示
唆
を
朱
の

傍
線
で
示
し
、
続
い
て
そ
の
部
分
に
対
し
て
緑
筆
を
用
い
て
師
説
を
傍
訓
に

し
、
或
は
解
説
、
説
明
の
形
で
記
入
し
、
校
異
に
関
す
る
批
評
な
ど
も
同
じ
筆

で
書
き
入
れ
、
更
に
藍
を
用
い
て
諸
説
を
広
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
だ
が
筆
者

は
そ
の
後
も
改
め
て
朱
筆
を
重
ね
、
又
比
較
的
後
期
に
墨
の
記
入
を
試
み
、
師

及
び
諸
家
の
詞
句
に
就
い
て
の
見
解
（
略
解
、
冠
辞
考
、
宣
長
等
）
を
行
間
頭

書
に
普
く
引
用
し
、
最
後
に
す
べ
て
の
書
入
れ
内
容
を
総
括
し
た
結
果
を
、
朱

の
頭
書
の
形
で
再
び
記
入
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

註
一
、
今
村
雄
久
馬
氏
「
今
村
楽
歌
集
」
（
大
正
十
一
年
八
月
刊
）
六
二
Ｉ



今村楽講説書入本『古万葉集』について 1８

三
頁

詮
二
、
同
右
一
三
○
頁

詮
三
、
拙
稿
「
鹿
持
雅
澄
と
万
葉
学
」
一
四
五
’
六
頁

詮
四
、
校
本
万
葉
集
首
巻
巻
上
一
七
三
頁

註
五
、
長
崎
本
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
所
蔵
者
の
紹
介
の
筆
を
参
照
さ

れ
た
い
「
今
村
楽
の
古
万
葉
集
に
つ
い
て
」
高
知
ア
ラ
ラ
ギ
昭
四
○
・
八

註
六
、
今
村
雄
久
馬
氏
右
掲
書
二
二
一
頁

註
七
、
「
土
佐
歌
人
群
像
」
稲
毛
実
の
項
参
照
（
土
佐
史
談
第
四
二
号
一
一

二頁）

を
心
し
ハ
う
ね
び
ハ
男
神
に
て
男
々
し
き

を
云
み
心
な
し
ハ
是
も
男
神
也
香
山
耳
梨

ハ
十
市
郡
畝
火
ハ
高
市
郡
也
あ
ら
そ
ひ
き

ハ
香
山
の
女
山
を
得
む
と
て
二
の
男
山
の

あ
ら
そ
ふ
也
神
代
よ
り
云
々
（
朱
）

②（巻一、同右）

①（巻一、十一ウ）

資

料十市（ミ）高市（ミ）

Ｉ
（
朱
）
Ｉ
（
朱
）
十
市
（
ミ
）

グ
ウ
ネ
ピ
ヲ
ェ
シ
ト
ー
（
朱
）
ア
ヒ
ァ
ラ
ソ
ヒ
キ
カ
ク
ナ
ル
イ
ニ
シ
ヘ
シ
カ
ナ
レ
コ
ソ
ウ
ッ

香
山
波
雲
根
火
雄
男
志
等
耳
梨
与
相
靜
競
伎
神
代
従
如
此
爾
有
良
之
古
昔
母
然
爾
有
許
曽
虚
蝉

※※
男
山
（
ミ
）
を
（
と
い
ふ
意
に
見
く
し
（
ミ
）

※
後
の
物
語
ぶ
ミ
に
何
す
る
か
し
何
す
ら
ん
か
し
な
ど
の
か
し
と
同
じ
語
に
て
絶
て
い
ひ
定
む
る
や
う
の
詞
也
（
朱
）

※

ツ
マ
ヲ
ア
ラ
ソ
フ
ラ
シ
キ

毛
嬬
乎
相
格
良
思
吉
う
つ
せ
み
ハ
冠
辞
考
に
委
し
現
身
也
神
代
に
も
か
く
妻
を
相
争
ひ
し
か
ハ
今
現
在
人
の
あ
ら
そ
ふ
ハ
う
べ
也
と
な
り
（
朱
）

※
後
人
の
註
也
こ
＄
に
有
へ
か
ら
ず
（
ミ
）

ミ
コ
ト
（
ミ
）
※

中
大
兄
命
「
近
江
宮
御
宇
天
皇
」
三
山
歌
一
首

○尊力（ミ）※※
略
二
右
七
字
古
本
小
字
ナ
ル
ヲ
後
人
ノ
播
入
シ
也
（
朱
）

註
八
、
今
村
氏
右
掲
書
二
○
八
頁

詮
九
、
楽
の
段
後
、
実
は
雅
澄
の
門
弟
松
本
弘
蔭
に
師
事
し
た
ほ
か
、
南
路

志
の
編
者
武
藤
平
道
、
そ
の
協
力
者
山
地
介
寿
と
交
り
、
自
分
も
藩
史

の
考
証
を
好
み
「
間
隙
雑
記
」
五
十
一
巻
を
残
し
た
。
楠
瀬
大
枝
の

「
燧
袋
」
に
も
登
場
す
る
。

註
十
、
長
崎
本
と
内
閣
文
庫
本
は
ど
ち
ら
も
題
愈
が
巻
毎
に
書
体
を
異
に
し

て
い
る
が
、
市
民
本
は
全
巻
を
二
つ
に
書
き
分
け
て
い
る
。
巻
一
’

五
、
巻
十
一
’
十
五
が
同
じ
階
書
、
巻
六
’
十
、
巻
十
六
’
二
十
が
同

じ
行
書
で
あ
る
。



1９ 今村楽講説害入本『古万葉集』について

開
ハ
閉
ノ
誤
ニ
テ
タ
テ
、
ト
ョ
ム
ヘ
シ
此

説
古
砿
一
天
ト
ラ
ス
（
朱
）

己
ノ
字
ヨ
リ
下
十
字
今
本
イ
ク
ニ
ヲ
シ
ト

ミ
ケ
ン
ッ
、
ト
モ
ト
カ
ナ
ツ
キ
テ
ア
レ
ド

分
カ
タ
シ
具
一
本
自
芙
一
本
笑
二
作
翁
ハ

己
免
乃
美
耳
持
見
管
本
無
ト
ァ
リ
シ
カ
誤

ル
ニ
テ
い
め
の
み
に
み
え
津
々
も
と
な
ナ

ラントイハレキ（朱）

⑦（巻二、二十七ウ）

⑤（巻三、三十三オ）

宜
長
ハ
洽
ハ
怜
ノ
誤
ニ
テ
タ
ヌ
シ
キ
ハ
ト

ョ
マ
ン
ト
イ
ヘ
リ
シ
カ
ル
ヘ
シ
（
朱
）

⑥（巻二、二十四ウ）

④（巻三、十五オ）

(3)
へ

巻

三十一ウ）

キ

天
皇
之
敷
座
国
等
天
原
石
門
乎
開
神
上
上
座
奴

〆々一ア、
閉（ァ）

※
冷
ハ
怜
の
誤
二
て
た
ぬ
し
き
ハ
と
訓
ん
と
宣
長
い
へ
り
し
か
る
べ
し
（
ア
）

古
銭洽誤（ス）

ス
ミ
ア
マ
ネ
キ
ハ
ア
リ
ヌ
ペ
カ
（
ス
）

世
間
之
遊
道
爾
※
冷
者
酔
突
為
爾
可
有
良
師

サ
プ
シ
カ
ハ
（
朱
）
ア
リ
ヌ
ペ
カ
ラ
シ
（
朱
）

タ
シ
ク
モ

気
留
敷
藻

※※
久
老
云
田
ノ
誤
（
朱
）

翁
ハ
枕
詞
と
せ
り
宣
長
云
こ
の
隼
人
ハ
国
の
名
な
る
く
し
隼
人
の
国
ハ
続
紀
に
見
ゆ
此
時
ハ
い
ま
だ
国
の
名
に
あ
ら
ず
箪
人
国
の
内
の
地
名
也
と
い
へ
り
（
朱
）

※
右
と
お
な
し
度
な
れ
ハ
又
と
い
へ
り
（
朱
）

燕
叉
長
田
王
作
歌
一
首

※
冠
し
考
出
（
ァ
）
※
冠
し
考
出
（
ア
）

※
隼
人
乃
薩
摩
乃
追
門
乎
※
雲
居
奈
須
遠
毛
吾
者
今
日
見
鶴
鴨

十
市
皇
女
莞
時
高
市
皇
子
尊
御
作
歌
三
首

スキ玉ヘル（ア）

モ
ロ
（
ス
）
ス
ギ
カ
ク
ア
リ
ト
シ
ミ
イ
ネ
ヌ
ヨ
ゾ
オ
ホ
キ

三
諸
之
神
之
神
須
疑
已
具
耳
実
自
得
見
藍
乍
共
不
寝
夜
叙
多

イ
メ
ニ
ノ
，
ミ
ミ
エ
ツ
ツ
モ
ト
ナ

己※目耳笑民所見管本魚（ァ）

考
メ
ノ
ミ
ニ
ミ
エ
ッ
、
モ
ト
ナ

※免乃美耳将見管本無（ァ）



今村楽講説書入本『古万葉集』について 2０

契
説
い
や
し
き
諺
に
左
右
の
手
に
う
た
の

き
も
の
も
た
る
と
云
類
也
（
ス
）

⑩（巻三、十五ウ）

イ
ッ
カ
ヨ
セ
ン

宣
長
云
舟
八
毛
何
時
寄
奴
島
爾
ト
ァ
リ
ヶ

ン
八
毛
ヲ
公
一
字
二
誤
何
時
ヲ
脱
シ
寄
ヲ

宣二誤ナラン（ス）

⑪（巻二、十一オ）

古
謡
ニ
ハ
ー
云
ノ
カ
タ
ヲ

い（巻二、十ウ）

⑧（巻一、十四オ）

ピッ（ス）

ミ
ナ
ト
リ
モ
チ

※
打
つ
脳
き
て
も
ミ
ん
な
り

※

（

液

）

（

未

）

妹
之
家
毛
継
而
見
麻
思
乎
山
跡
有
大
島
嶺
爾
家
母
有
猿
尾

※

近
江
へ
遷
ま
せ
し
後
モ
こ
の
女
王
ハ
大
和
に
居
給
ひ
し
故
に
か
く
ハ
よ
み
給
へ
る
な
り
（
朱
）

一
云
妹
之
当
継
而
毛
見
武
爾
※
大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
有
ハ
コ
ノ
女
王
モ
愛
二
住
給
ヘ
リ

一
云
家
居
麻
之
乎
※
大
和
卜
見
１
未
詳
○
宜
長
云
未
評
故
訓
確
定
（
ァ
）

三
津
埼
浪
実
恐
隠
江
乃
舟
公
宣
奴
島
爾

ヨ
セ
カ
ネ
ツ
ヌ
シ
マ
ノ
サ
キ
ニ
（
ス
）

珠
藻
苅
敏
馬
乎
過
夏
草
之
野
島
之
埼
爾
舟
近
著
奴

魚
彦
云
云
巻
十
五
十
二
丁
長
歌
三
津
の
浜
ひ
に
大
船
に
ま
か
ち
し
し
ぬ
き
か
ら
国
に
わ
た
り
行
ん
と
た
ぽ
む
か
ふ
ミ
い
め
を
さ
し
て
云
と
（
ァ
）

※
略
二
久
老
云
阿
ノ
誤
（
朱
）
士》〃、、、

コ

ホ

※

湖ミナトナリー阿野本（ァ）

稲
日
野
毛
蚕
過
勝
爾
思
有
者
心
恋
数
可
古
島
所
見
一
云
潮
見
※

略二※湖（朱）

ケ

上
飼
飯
海
乃
庭
好
有
之
苅
薦
乃
乱
出
所
見
海
人
釣
船

○
宣
云
飼
飯
ヲ
ケ
ト
ョ
ム
コ
ト
オ
ホ
ッ
カ
ナ
シ
ソ
ノ
ウ
ヘ
人
丸
ノ
越
ノ
国
へ
下
ラ
レ
シ
コ
ト
モ
他
二
見
エ
ス
カ
タ
く
飼
ノ
字
ハ
誤
ナ
ル
ヘ
シ
コ
、
ハ
津
ノ
国
播
磨
ナ

ド
ノ
名
所
ナ
ル
ベ
シ
（
ア
）

○
道
丸
云
但
馬
国
城
崎
郡
気
比
神
社
コ
レ
ニ
ャ
（
ァ
）

○
宣
長
云
四
ノ
五
十
六
丁
ニ
ウ
ヶ
ヒ
ト
云
ニ
モ
得
飼
飯
ト
書
タ
レ
ハ
字
ハ
誤
ニ
ァ
ラ
ス
（
ァ
）

宣
長
云
考
の
説
い
か
目
也
タ
ぐ
天
皇
ノ
御
袖
ヲ
フ
リ
テ
野
一
一
遊
上
玉
フ
御
サ
マ
ヲ
野
守
ハ
ミ
ル

ヤ
イ
カ
ぐ
卜
云
ル
マ
デ
ナ
リ
（
ァ
）



今村楽講説書入本『古万葉集』について2１
５

宜
長
未
ハ
牙
ノ
誤
力
宜
長
云
是
ハ
タ
、
吾

ガ
ョ
ク
似
ハ
ト
也
キ
ク
ハ
耳
ニ
テ
間
モ
ノ

ナ
ル
故
二
耳
ト
ハ
云
也
ウ
キ
目
ヲ
ミ
ル
卜

云
モ
只
ウ
キ
コ
ト
ヲ
ミ
ル
也
ミ
ル
ハ
目
ニ

テ
見
ル
物
ナ
ル
故
二
目
ト
ハ
云
准
メ
シ
ル

ヘシ（ア）

⑫（巻一、十四オ）

要
字
を
め
と
る
と
訓
ハ
儒
書
を
訓
と
き
作

り
た
る
言
也
古
意
に
あ
ら
す
（
ァ
）

⑬（巻四、四十五オ）

⑭（巻十九、十六ウ）

⑬（巻二、三十一オ）

※

コ

ト

ゴ

ト

ヂ

ニ

ゾ

ス

ル

多
籠
良
家
夜
昼
登
不
云
行
路
乎
吾
者
皆
悉
宮
道
叙
為

※
皆
古
蕊
ニ
ハ
ァ
ラ
ス
一
本
ヲ
以
テ
カ
キ
イ
ル
、
（
ス
）
ミ
ナ
ガ
ラ
（
ァ
）

コトゴト（ア）

※
ウ
ッ
ホ
物
語
吹
上
巻
云
オ
ク
リ
物
ニ
シ
ロ
カ
ネ
ノ
ハ
タ
ゴ
ー
カ
ゲ
ケ
山
ノ
心
葉
ク
シ
ス
エ
テ
レ
ソ
レ
ニ
カ
ラ
ア
ャ
ウ
ス
モ
ノ
ナ
ド
イ
レ
テ
シ
ロ
カ
ネ
ノ
馬

ニ
ヂ
ン
ノ
ュ
ヒ
ク
ラ
ヲ
オ
キ
テ
シ
ロ
カ
ネ
ノ
ヲ
ノ
三
一
ヒ
カ
セ
タ
リ
云
云
コ
レ
ハ
ハ
タ
ゴ
馬
ノ
作
り
物
ナ
リ
同
巻
云
ハ
タ
ゴ
フ
タ
カ
ヶ
二
道
ノ
ホ
ド
ノ
物

イ
レ
テ
ョ
キ
馬
ニ
オ
フ
セ
タ
リ
叉
云
シ
ロ
カ
ネ
ノ
ハ
タ
コ
ム
マ

蜻
蛉
日
記
ニ
ハ
タ
コ
ム
マ
ト
モ
云
ヘ
リ
昔
モ
道
中
二
食
物
ヲ
節
二
入
テ
出
シ
歴
ヲ
道
ヲ
行
奴
ノ
タ
グ
ヒ
ソ
レ
ヲ
カ
フ
テ
ク
ヒ
行
又
旅
人
二
宿
カ
ス
所
ヲ
ハ
タ
コ

ト
云
ハ
馬
ノ
ハ
ミ
物
ヲ
イ
ル
、
龍
ヲ
ハ
タ
ゴ
ト
云
カ
ノ
宿
ニ
ハ
カ
ネ
テ
ソ
ノ
寵
ヲ
マ
フ
ケ
オ
ク
故
名
ツ
ク
ト
ナ
リ

同
石
川
女
郎
更
贈
二
大
伴
田
主
一
中
郎
歌
一
首

※
吾
聞
が
如
ク
ナ
ラ
ハ
ト
云
ヲ
カ
ク
イ
ヘ
リ
（
朱
）

※
間
シ
如
ク
ナ
ラ
ハ
也
（
ァ
）
※
ア
ナ
ヘ
テ
と
よ
ま
ん
か
宣
長
（
朱
）

※

ク
ツ
ウ
し
※
ア
ナ
ヤ
ム
ツ
ト
メ
タ
プ
ペ
シ

吾
聞
之
耳
爾
好
似
葦
若
未
乃
足
痛
吾
勢
勤
多
扶
倍
之

ニハァシ（朱）略末ノ誤（末）アシナヘ（朱）

内
大
臣
藤
原
卿
婆
二
采
女
安
見
児
一
時
作
歌
一
首

吾
者
毛
也
安
見
児
得
有
皆
人
乃
得
難
爾
為
云
安
見
児
衣
多
利

香
吉
か
を
よ
し
み
と
よ
め
れ
ど
語
例
な
し
吉
ハ
ぎ
の
か
な
に
出
る
也
お
や
の
み
こ
と
は
こ
樋
に

か
け
る
ご
と
く
御
言
也
き
か
ぬ
日
ま
ね
く
ハ
既
に
宣
長
の
い
へ
る
如
く
数
多
き
事
に
い
ふ
詞
に

て
集
中
例
多
し
間
無
く
と
し
て
ハ
き
こ
え
す
此
親
の
ミ
こ
と
を
父
の
命
母
の
命
と
し
聞
ハ
関
の

誤
に
て
か
け
ぬ
ひ
ま
ね
ミ
と
よ
ま
ん
か
と
翁
の
い
は
れ
し
ハ
よ
か
ら
ず



今村楽講説書入本『古万葉集』について 2２

⑱（巻十六、二十七ウ）

宣
長
云
日
ハ
月
ノ
誤
に
て
て
る
つ
き
を

な
り
と
い
へ
る
そ
よ
き
（
Ｋ
）

⑰（巻十四、二十六ウ）

⑬（巻五、十九オ）

琴
酒
を
契
沖
云
琴
を
押
へ
酒
を
ハ
た
る
独
に
よ
り
て
押
た
れ
と
つ
ざ
け
た
り
と
い
へ
ど
い
ぶ
か

し
琴
ハ
美
の
字
の
誤
に
て
う
ま
さ
け
を
と
有
し
な
る
く
し
お
し
た
る
』
と
か
強
る
枕
詞
也
押
垂

小
野
い
づ
く
と
も
し
ら
れ
ず
東
鑑
巻
四
に
押
垂
基
時
と
い
ふ
人
あ
れ
（
か
登
る
地
名
有
か
と
翁

ハ
い
は
れ
ぎ
宣
長
云
小
ハ
水
の
誤
か
お
し
た
る
み
ぬ
ゆ
な
る
く
し
押
ま
で
ハ
序
に
て
垂
水
野（後略

）

ホ
ギ

翁
云
こ
と
ぎ
ハ
言
祷
也
い
た
れ
（
は
其
時
に
成
し
か
ば
也
新
室
の
賀
詞
の
事
既
に
い
へ
り
は
だ

す
置
き
枕
詞
、
妹
が
家
を
新
に
造
り
て
こ
と
ぷ
ぎ
す
と
て
人
ハ
多
く
つ
ど
へ
ど
吾
と
相
思
ふ
事

の
願
は
れ
し
君
は
か
へ
り
て
は
ご
か
り
て
見
え
来
ぬ
を
お
も
ひ
て
よ
め
る
な
る
べ
し
と
い
は
れ

．

ぎ
宣
長
云
こ
と
き
ハ
鴬
か
ひ
の
時
節
也
に
ひ
む
ろ
ハ
古
ヘ
ハ
年
女
こ
が
ひ
す
る
室
を
新
に
た
て

畠
せ
し
な
る
べ
し
と
い
へ
り
こ
ど
き
に
至
れ
（
と
い
へ
る
ハ
言
祷
に
ハ
似
つ
か
ず
や
あ
ら
ん

堅
塩
を
云
海
和
名
抄
石
塩
一
名
白
塩
又
有
一
一
黒
塩
一
今
按
俗
呼
一
一
黒
塩
一
為
一
一
堅
塩
一
日
本
紀
私
記
云

キ

タ

シ

堅
塩
木
多
師
是
也
か
た
ま
り
た
る
塩
を
く
ひ
か
ぎ
Ｉ
、
し
て
酒
の
む
也
源
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